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令和元年11月29日（金）議事日程 

開 会・開 議（午前10時） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議案の一括上程（市長の提案理由説明） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開会 

○議長（田一美君） 

 おはようございます。ただいまから鹿島市議会令和元年12月定例会を開会いたします。 

 それでは、直ちに議事に入ります。 

 本日の日程は、お手元の議事日程どおりといたします。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（田一美君） 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、10番伊東茂議員、11番松尾勝利議員、12番徳村博紀を指名いたします。 

      日程第２ 会期の決定 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。 

 今期定例会の会期は、お手元の会期日程（案）のとおり、本日から12月20日までの22日間

といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 御異議ないものと認めます。よって、会期は22日間と決定いたしました。 

 この際、事務局長をして諸般の報告をいたさせます。谷川事務局長。 

○議会事務局長（谷川清高君） 

 諸般の報告をいたします。 

 本日招集の12月定例会に市長から議案15件の提出がありました。議案番号及び議案名は、

配付しております議案書の目次に記載のとおりであります。 

 次に、監査委員から令和元年度８月分及び９月分の出納検査結果の報告がありましたので、

その写しをお手元に配付いたしております。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

      日程第３ 議案の一括上程（市長の提案理由説明） 



- 16 - 

鹿島市議会会議録 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第３．議案の一括上程であります。 

 議案第73号から議案第87号までの15議案を一括上程いたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。口市長。 

○市長（口久俊君） 

 皆さんおはようございます。本格的な冬の季節に入ったきょうこのごろの空模様でござい

ます。体調の管理に気を配っていくことが大切だと思っております。 

 それでは、本日ここに鹿島市議会令和元年12月定例会を招集し、諸案件につきまして御審

議をお願いするものでございますが、議案の提案に先立ちまして、鹿島市を取り巻く 近の

情勢や今後の主要な施策について申し上げます。 

 本年も残すところあと一月ほどになりましたが、この１年を少し振り返ってみたいと思い

ます。 

 ことしは、平成から令和への改元や、ラグビーワールドカップ日本大会での日本代表の大

活躍で、日本列島が沸いた年となりました。一方で、ことしもまた、数十年に１度と言われ

る大雨や台風などによる大きな災害が全国各地で発生した年でもございました。 

 鹿島市におきましては、まちづくりの基本的な方向性を示した第六次鹿島市総合計画の折

り返しの年を迎え、計画に掲げた施策が形として成果があらわれるなど、さらに進展した年

となりました。２月末には、公営住宅20戸と定住促進住宅20戸を備えた市営中村住宅が完成

し、現在も満室の状況で順調に運営しております。 

 また、４月には、鹿島市干潟交流館「なな海」が道の駅鹿島にオープンし、有明海特有の

生き物を展示したミニ水族館や干潟の環境を学べる珍しい施設として大変好評を得ています。

これらの施設は、定住人口や交流人口の増加に加え、地域経済の活性化などに寄与するもの

と考えております。 

 そして、これまで53年の長きにわたり市民の皆様の文化・芸術の活動拠点として親しまれ

てきた旧市民会館が３月末をもって閉館となりました。詳細は後ほど申し上げますが、現在、

新市民会館の誕生に向け滞りなく作業を進めているところでございます。 

 それから、まち・ひと・しごと総合戦略に掲げる地方創生の取り組みにも力を入れてまい

りました。 

 ２月には、初めての取り組みとして、市内と近隣の高校２年生を対象に鹿島市企業説明会

を開催しました。既に実施をしております市内の小・中学生と保護者を対象にした、かしま

仕事めぐりツアーとあわせて、鹿島には世界に通用するものづくりがあり、また、そういっ

た企業や人材があることを知っていただくいい機会になるとともに、地元就労や若者の人口

流出の歯どめとなる取り組みとして今後も継続していきたいと考えております。 

 そして、ことしは鹿島市を全国にＰＲする機会もございました。１つは、５月に開催しま
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した大河ドラマ「いだてん」トークツアーｉｎ佐賀県鹿島市でございます。毎年、本市で多

くの箱根駅伝の常連校が合宿していることと、主人公の金栗四三さんが箱根駅伝を創設した

という、箱根駅伝のつながりによって実現したイベントでございます。金栗四三役の中村勘

九郎さんら３人を迎えたトークショーでは、県内外から、遠くは関東からも約750人ものお

客様に来ていただき、そのお客様に向けて鹿島市の魅力を発信し、鹿島ファンの拡大を図っ

たところでございます。 

 もう一つは、７月に開催された全国高等学校総合文化祭囲碁部門大会でございます。会場

になりました鹿島高等学校赤門学舎には、全国各地から232人の高校生棋士たちが集い、熱

い戦いが繰り広げられました。２日間の大会期間中、高校生たちは交流を深めながら、鹿島

市の文化や歴史に触れ、鹿島市の魅力を感じていただきました。 

 それから、５月に鹿島市浜町の永渓山泰智寺と鹿島市音成の中村與右衛門屋敷が佐賀県の

遺産として認定されました。先人たちから受け継いだ地域資源を、地域の皆様や関係者の皆

様がこれまで地道な活動の中で保存し、活用されてこられた取り組みによって評価された結

果ではないかと思っております。 

 そして、市民の安全・安心につきましては、３月に災害時の業務継続計画（ＢＣＰ）や、

万一支援を受ける立場になったときに備えて受援計画を策定し、非常時においても確実な対

応ができるための準備を進めてきたところでございます。 

 しかしながら、これまでと比べて、想定を超える集中的な豪雨が当たり前のようになって

きたここ数年の状況を見ますと、想定レベルを上げて、防災に関する計画等の実効性を改め

て確認する必要があると感じたところでございます。 

 また、今回発生した８月豪雨災害の対応につきましては、県内20市町の首長と知事が意見

交換を行うＧＭ21でも議論され、被害状況把握の難しさや市町と県や関係機関との連携など

の課題について意見が交わされました。８月豪雨や台風17号などの災害対応で課題とされた

事項につきましても防災計画等に反映させなければならないと考えています。 

 本市におきましては、防災拠点となる鹿島新世紀センターや必要な情報を瞬時に伝えるこ

とができる防災情報伝達システムなど、ハード面は高いレベルまで整備が進んでおります。

これらのハードを 大限に活用することができるように、災害時初動期における職員の行動

や対応、体制について随時見直しを行ってまいります。 

 市民の生命と財産を守ることは行政の責務でありまして、引き続き市民の皆様とともに災

害に強いまちを目指して取り組んでまいります。 

 それでは、次に 近の情勢について申し上げます。 

 まず、農産物の状況について申し上げます。 

 ことしの８月豪雨や台風17号などにより市の農産物も被害を受けたところでございます。 

 まず、水稲につきましては、長雨や日照不足、稲を食べるジャンボタニシや稲の害虫であ
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りますウンカの大量発生、また台風による塩害などが影響し、現時点で佐賀県の作況指数は

63と全国 低となっております。鹿島市でも共同乾燥施設の荷受け重量は、前年比86.7％と

なっており、収穫量がかなり落ち込んでいる状況でございます。 

 次に、大豆につきましては、播種時の長雨の影響で発芽不良の圃場が多く見られ、さらに

は、その後の大雨と台風により収穫量が前年比の60％程度の見込みで、大幅に減少すること

が予想されています。 

 温州ミカンにつきましては、梅雨からの長雨と日照不足により糖度上昇がおくれ、今後の

品質向上のための取り組みについて協議されているところです。また、11月初めまでの極わ

せミカンの出荷状況は、天候不順の影響もあり、出荷量が前年比88％となりましたが、平均

単価は前年並みとなっております。今後出荷されるミカンについても、糖度不足や強風によ

る傷などの影響が心配されますので、農家の皆様を初め関係機関の取り組みにより被害を

小限に抑え、品質向上を図ることで、鹿島ミカンのブランド力を維持しようと努力していた

だいているところでございます。 

 次に、野菜の状況ですが、イチゴやミニトマトについては台風などの影響でハウスのビ

ニールが飛ばされ、定植準備中、または定植直後であった苗が被害を受けましたが、植え直

し等を迅速に対応されたことで、収穫に影響がない程度にまで回復をしてきております。ま

た、雨の影響で定植がおくれたタマネギにつきましても、その後、順調に定植が行われたと

ころでございます。 

 農業の経営安定は、第１次産業の振興に欠かすことができないものでございます。今後と

も関係機関・団体と連携、情報共有を図り、農業振興に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 次に、天皇陛下即位をお祝いする国民祭典への母ケ浦面浮立出演について申し上げます。 

 去る11月９日に天皇陛下の即位をお祝いする国民祭典が行われ、その第１部となる奉祝ま

つり祝賀パレードに母ケ浦面浮立が出演をされました。 

 全国から選ばれた15団体の中で、九州から唯一の出演となりました母ケ浦面浮立は、平成

元年、平成10年、そして平成20年に続いて４回目の出演となります。 

 九州に数ある郷土芸能の中から母ケ浦面浮立が選ばれましたのは、多くの郷土芸能が残っ

ている佐賀県内で、とりわけ鹿島市がその数や分布密度から見て、 も盛んな地域であると

の評価を受けているからだと思います。 

 当日は、母ケ浦面浮立保存会の皆さん総勢43人が、皇居前広場内堀通りの会場約600メー

トルを勇壮に演技され、沿道からは多くの拍手や声援を受けたとのことでございます。 

 地域に連綿と受け継がれてきた郷土芸能は、少子・高齢化社会の中にあって、担い手不足

などの課題に直面しております。鹿島市が誇る地域資源を後世へと伝えていくため、今後も

郷土芸能の保存、継承を支援してまいります。 
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 次に、鹿島市子育て支援センター５周年事業について申し上げます。 

 去る10月27日、鹿島市子育て支援センター５周年事業ふぁみりーふぇすたを市民交流プラ

ザ「かたらい」で開催いたしました。 

 当日は、臨床心理士の吉村春夫先生の記念講演を初め、おにぎり体験や折り紙・ぬりえ

コーナー、おはなし会、おゆずり会など多くの催しを行い、400人を超える皆様に御来場い

ただきました。 

 また、ボランティアスタッフとして子育て関連の多くの団体に御協力をいただき、イベン

トを通じて御来場の皆様との触れ合いを深めていただいたところです。御協力をいただいた

皆様には、この場をおかりしまして厚くお礼を申し上げます。 

 子育て支援センターは、平成26年10月に市民交流プラザのオープンに合わせて、生涯学習

センター、エイブルから移転し、５年を経過したところです。 

 おかげさまで子育て支援センターには市内外から多くの皆様に御来場いただき、昨年度は

年間延べ約１万9,000人、オープンからの累計では約８万人もの皆様に御利用をいただいた

ところです。 

 これからも子育て親子が気軽に集い、交流していただき、子育ての不安や悩みの解消を手

助けできるような子育て支援の拠点として、子育て支援センターの充実に努めてまいりたい

と考えております。 

 次に、買い物応援バスの実施について申し上げます。 

 鹿島市社会福祉協議会では、この10月から七浦地区の高齢者を対象に、社協の福祉バスを

利用して、買い物応援バスの運行が開始されました。 

 事前に登録していただいた皆様の自宅近くの公民館などから近隣の商業施設までの移動と

介護予防教室がセットになった買い物支援事業で、月２回のペースで実施されております。 

 この事業が始まった経緯といたしましては、市が社協へ委託しております生活支援体制整

備事業の一環として、平成30年度に実施された七浦地区住民との意見交換会や住民アンケー

トで、買い物に不便さを感じている、今後の移動手段に不安を感じているなどの御意見が多

数寄せられたため、試験的に実施されているところでございます。 

 参加された皆様からは、それまでは家族や友人に車を出してもらい、遠慮することもあっ

たとか、このことは本当に助かる企画でありがたいなど、高く評価する言葉を多くいただい

ております。 

 この事業の実施に当たっては、介護予防教室での指導や買い物の付き添いなどに多くの市

民ボランティアの皆様がかかわっていただいており、また、介護予防教室の開催場所の提供

など、市内商業施設の皆様の全面的な協力もいただいております。 

 今後、高齢化が進行していく中で、行政を初め、医療や介護などの専門機関の支えだけで

はなく、地域の助け合いやかかわり合いを深めていくことが、この生活支援体制整備事業の
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目指すところであり、この事業により、地域福祉の取り組みがより一層充実していくことを

期待しております。 

 さらに、他の地区でもこの事業に対する関心が高まっているとお聞きしておりますので、

今回の取り組みの成果や課題を検証して、社協とも協議を行いながら、対象地区の拡大に向

けて検討を行いたいと考えております。 

 次に、新市民会館建設の進捗状況について申し上げます。 

 現在、旧市民会館の躯体の解体工事に取りかかっており、一方で新市民会館建設のための

実施設計は 終段階に入っております。今年度末には新市民会館敷地の整地が完了する予定

で、その後、令和２年度当初には施工業者を決定し、建設に着手するというスケジュ－ルで

進めているところでございます｡ 

 現時点での新市民会館の設備の一部を御紹介しますと、ホールの客席は固定席で750席を

設け、座席幅は旧市民会館より８センチメールほど広い52センチメートルとなっており、

ゆったりと鑑賞していただくことができるようになります。また、旧市民会館の課題点でも

ありました舞台の広さとトイレの数は、いずれも旧市民会館の約２倍となるよう計画いたし

ております。 

 そして、新市民会館は生涯学習センター、エイブルと渡り廊下でつなげる計画でございま

して、楽屋を初めそれぞれの施設の設備を相互に利用することで、利便性の向上のみならず、

施設の魅力や価値が相乗的に高まるものと期待しております。 

 新市民会館は、市民の皆さんが日常的に集い、文化活動を行う、まちの晴れ舞台をつくる

というコンセプトのもと進めており、今後とも、身近な文化活動の拠点として、長い間、市

民の皆さんに親しまれる施設となるよう取り組んでまいります。 

 後に、残念な御報告が１つございます。 

 それは、５年前の東部中学校改築事業に関連して、私たちとしては、いただいたと思って

いた補助に関して、会計検査院からその一部を返還するようにとの指摘があったことです。 

 既に新聞報道がなされているとおり、理解不足の点と見解の相違があったとされています

が、 終的な処理を行わなければならない３月議会までに対応を整理することといたしてお

ります。 

 それでは、提案をいたしました案件につきまして、その概要を説明いたします。議案は、

新規条例制定２件、条例改正７件、補正予算５件、その他１件の計15件でございます。 

 初めに、新規条例制定に関する議案２件について申し上げます。 

 議案第73号 鹿島市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の制定について申し上げます。 

 これは、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により、新たな一般職

非常勤職員として会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、報酬その他の給付につい

て必要な事項を定めるものでございます。 
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 次に、議案第74号 鹿島都市計画特別用途地区内の建築物の制限に関する条例の制定につ

いて申し上げます。 

 これは、鹿島都市計画区域に特別用途地区を設定することに伴い、特別用途地区内におけ

る建築物の建築に関する制限を定めるものでございます。 

 続きまして、条例改正に関する議案７件について申し上げます。 

 まず、議案第75号 鹿島市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について申し上げます。 

 これは、下水道事業において地方公営企業法の全部を適用させ公営企業会計に移行するた

め、関係条例の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第76号 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について申し上げま

す。 

 これは、今年度の佐賀県人事委員会勧告に基づき、佐賀県職員の月例給、勤勉手当が引き

上げられることなどに伴いまして、これらに準じた内容で条例を改正するものでございます。 

 続きまして、議案第77号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例、議案第78

号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例及び議案第79号 鹿島市議会議員の

議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の３件の制定について申し上げま

す。 

 市長、副市長、教育長及び議会議員の皆様の期末手当については、国家公務員の指定職の

賞与等を参酌しながらこれまで改定を行ってきており、本市におきましても、三役及び議員

の皆様の期末手当の支給月数を引き上げる条例改正をお願いするものでございます。 

 次に、議案第80号 鹿島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について申し上げます。 

 災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、災害弔慰金等の支給に関する支給審

査委員会の設置などについて、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第81号 鹿島都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条

例の制定について申し上げます。 

 これは、下水道事業への地方公営企業法の適用に伴う条文の整備及び下水道事業計画区域

外からの分担金について必要な事項を定めるものでございます。 

 続きまして、補正予算に関する議案５件について申し上げます。 

 まず、議案第82号 令和元年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について申し上げます。 

 今回の補正は、事業確定に伴う経費の増減などについて計上いたしており、予算の総額に

558,784千円を追加し、補正後の総額を15,347,270千円といたすものでございます。 

 歳入につきましては、普通交付税及び地方特例交付金の確定により増額計上いたしており

ます。また、各種事業の決定、追加に伴う国県支出金、負担金などを増額計上いたしており
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ます。 

 歳出のうち主なものとしましては、民生費では、障害者施設給付費や保育所運営事業費、

生活保護費などを増額計上いたしております。 

 農林水産業費では、大雨・台風被害支援対策事業などを、商工費では、祐徳門前町街づく

り事業などを計上いたしております。 

 このほか、東亜工機株式会社様、品川女子学院様から御寄附をいただいております。また、

図書購入の指定寄附もいただいておりますので、それぞれ御寄附の趣旨に従い有効に活用さ

せていただくことといたしております。 

 次に、議案第83号 令和元年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

て申し上げます。 

 今回の補正の主なものとしましては、人件費のほかに消費税及び地方消費税が還付となり

ましたので、歳入において、雑入の消費税及び地方消費税還付金を増額し、歳出の公共下水

道建設費において、事業の進捗を図るため、事業費の組み替えを行うものでございます。 

 次に、議案第84号 令和元年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

申し上げます。 

 今回の補正は、主に歳入において、県支出金を増額し、一般会計繰入金を減額、歳出にお

いて、職員の人件費を減額し、保険給付費を今後の見込みにより増額するものでございます。 

 次に、議案第85号 令和元年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

て申し上げます。 

 今回の補正は、歳出のうち職員の人件費を増額し、これに伴い、歳入で一般会計繰入金を

増額いたすものでございます。 

 補正予算に関する議案の 後に、議案第86号 令和元年度鹿島市給与管理特別会計補正予

算（第１号）について申し上げます。 

 今回の補正は、人件費の各費目の増減について計上いたすものでございます。 

 後に、議案第87号 鹿島市休日こどもクリニックの指定管理者の指定について申し上げ

ます。 

 鹿島市休日こどもクリニックにつきましては、現在、一般社団法人鹿島藤津地区医師会を

指定管理者に指定し、管理をお願いしておりますが、指定期間が令和２年３月31日までと

なっております。 

 令和２年４月１日からも引き続き鹿島藤津地区医師会に管理をお願いしたいので、地方自

治法及び鹿島市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の規定に基づき、議会

の議決を求めるものでございます。 

 以上、提案いたしました議案の概要につきまして説明いたしましたが、詳細につきまして

は、御審議の際、担当部長、または課長が説明いたしますので、よろしく御審議いただきま
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すようお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 明30日から12月４日までの５日間は休会とし、次の会議は12月５日午前10時から開き、議

案審議を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前10時34分 散会 

 


